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■キーメッセージ

 202６年3月期 第3四半期業績 順調に進捗

本業であるローンビジネスが順調に推移（新規実行額 前年同期比伸率18%）

⇒貸出金利息や融資関連手数料が増加

経費及び実質与信費用も想定を下回った進捗

変動金利比率の高い貸出金ポートフォリオも寄与し、総資金利ざや 拡大

 202６年3月期 通期業績見通し 変更は見込まず

第3四半期までの進捗を鑑み、第4四半期において有価証券の追加損失を

見込むものの、前回公表（2025年11月7日）の業績見通しを確保できる見通し
１



© 2026 Suruga Bank Ltd. All rights reserved.

■ローン等の新規実行額推移

ローン等の新規実行額は成長を継続。 通期見込みに対し84%の進捗

（億円）

※中期経営計画“Re:Start 2025”以降の推進領域の新規実行(取得)額
※ソリューション事業：住宅ローン、無担保ローン等

2025年6月期より、法人向け住宅ローンを集計対象に加えております。これに伴い、比較可能性を確保する観点から前期の数値も
遡及して集計しており、2024年12月期における当該ローンの実行実績は29億円です

※投資用不動産ローンには、法人向け投資用不動産ローンを含む
※ストラクチャードファイナンスには特定社債等を、コラボレーション・ローン等には買入金銭債権等を含む

2024年12月期
実績
(A)

2025年12月期
実績
（B）

伸率
(B-A）/(A)

2026年3月期

通期見込み(C) 進捗率
(B)/(C)

ソリューション事業 ５０３ ７３５ ４６％ ７２０ １０２％

投資用不動産ローン ６７８ ７４０ ９％ ９２０ ８０％

ストラクチャードファイナンス ８４４ １,０４６ ２３％ １,１２０ ９３％

コラボレーション・ローン等 ４６５ ４４０ ▲５％ ７６０ ５７％

合計 ２,４９１ ２,９６２ １８％ ３,５２０ ８４％

２
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■収益力の向上
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2021年12月期 2022年12月期 2023年12月期 2024年12月期 2025年12月期

経費（OHR）経費

OHR

0.78%
0.75% 0.73% 0.72%

0.86%

2021年12月期 2022年12月期 2023年12月期 2024年12月期 2025年12月期

総資金利ざや

（億円）

（億円）

（億円）

３
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＜単体＞

連結経常収益 ６７６ ７９８ ＋１２２

連結経常利益 ２２３ ２６５ ＋４２

親会社株主に帰属する四半期純利益 １８３ ２３８ ＋５５

＜連結＞

2024年12月期
実績(A)

2025年12月期
実績(B)

前年同期比
(B)ー(A)

コア業務粗利益（除く投信解約損益） ４５２ ４８８ ＋３６

うち新事業粗利益 １３６ ２０６ ＋７０

経費（▲） ２５９ ２５３ ▲６

実質与信費用（▲） ▲２３ ▲５５ ▲３２

有価証券関係損益 ０ ▲４０ ▲４１

経常利益 ２１９ ２５７ ＋３８

四半期純利益 １８１ ２３７ ＋５５

（億円）

（億円）

2024年12月期
実績

2025年12月期
実績

実質与信費用 計 ▲２３ ▲５５

通常発生
特殊要因のない債権から発生する実質与信費用
（シェアハウス関連融資先も含む）

▲２５ ▲２７

予防的引当 以下、対象債権に対する引当 ２ ▲３２

投資用不動産ローンのお客さまの一部において、組織的な
交渉を契機とし、新たに返済停止を行った方々に対する引当

▲２４ ▲３３

貸出条件緩和債権のうち将来の回収の正常化が
見込み難い債権に対する引当

２６ １

法人 法人向け債権から発生する実質与信費用 ▲０ ３

実質与信費用（単体）
※

（億円）

■2026年3月期 第3四半期決算 － 前年同期比 －

有価証券関係損益

• 金融市場の動向を踏まえ、国内債券の売却を計画どおり完遂

(参照)：2025年11月7日公表 「業績予想の修正及び前年同期実績との差異見込み、
並びに配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」

※実質与信費用の内訳について、2025年9月期より、「通常発生」の内訳を精緻化し、
その発生原因にまで遡って集計する方法に変更しております。
この変更に伴い、前年同期（2024年12月期）の実績も新基準に基づき表示しております。

コア業務粗利益

• ローンビジネスが順調に推移し、新規実行額が前年同期比18%増と

なったことなどもあり、貸出金利息や融資関連手数料が増加

経費

• 人的資本投資を拡充させつつ、コスト構造改革による物件費削減が寄与

４
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2026年3月期
通期見通し*
(A)

2025年12月期

実績

(B)

進捗率
(B)/(A)

コア業務粗利益（除く投信解約損益） ６３０ ４８８ ７７％

うち新事業粗利益 ２６５ ２０６ ７７％

経費（▲） ３４０ ２５３ ７４％

実質与信費用（▲） ▲４５ ▲５５ ー

有価証券関係損益 ▲４０ ▲４０ ー

経常利益 ３０５ ２５７ ８４％

四半期純利益 ２５０ ２３７ ９４％

■2026年3月期 通期業績見通しの進捗

（億円）＜単体＞

＜連結＞

連結経常利益 ３１０ ２６５ ８５％

親会社株主に帰属する四半期純利益 ２５０ ２３８ ９５％

※(参照)
2025年11月7日公表：「業績予想の修正及び前年同期実績との差異見込み、並びに配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」

 2026年3月期 第3四半期進捗（通期業績見通し比）

経常利益 84% 四半期純利益 94％

•ローンビジネスが順調に推移

•アセットクオリティ改善に伴い実質与信費用も想定を下回り進捗

 当第4四半期で見込む有価証券の追加損失 約▲30億円

最近の金融市場の動向を踏まえ、長期債を中心とした債券の一部

圧縮等を実施し、有価証券ポートフォリオの品質向上を図る

 2026年3月期 通期業績見通しの変更は見込まず

第3四半期までの状況を鑑み、本業の増益等により

有価証券売却損を吸収する見通し

（億円）

５
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■今後の持続的成長を支える４つの要素

有価証券
評価損益

自己資本
比率

貸出金
残高

債権
品質

収益基盤
・リスクテーク
力の強化

＜貸出金残高＞ ＜債権品質＞

＜自己資本比率＞＜有価証券＞

2023年9月末以降、残高減少トレンドから増加に反転
品質向上に向けた地道な取組みを通じ、
徐々に金融再生法開示債権比率が低下

2025年12月末 預証率：12.8％ 円債デュレーション：2.8年 円債100BPV：▲89億円

デュレーション短期化により、金利リスクへのレジリエンスが向上

「金利ある世界」へ変わりつつある中、
必要なリスクテークを可能とする資本バッファーを確保

20,340 
20,667 

21,033 

21,838 

22,620 
23,035

2023年9月末 2024年3月末 2024年9月末 2025年3月末 2025年9月末 2025年12月末

2025年3月末 2025年12月末

自己資本比率 11.27％ 10.90％

自己資本(コア資本) 2,592 2,598

リスクアセット等 23,000 23,836

2025年3月末 2025年12月末 増減

総与信に対する
開示債権比率

8.56％ 7.38％ ▲1.18pt

うち組織的交渉先除く 5.02％ 4.32％ ▲0.70pt

（億円）

（億円）

（億円）2025年3月末 2025年12月末

時価 評価損益 時価 評価損益

その他有価証券 3,246 204 3,906 346

株式 509 292 616 414

債券 2,205 ▲65 3,114 ▲69

ﾏﾙﾁｱｾｯﾄﾌｧﾝﾄﾞ 376 ▲23

その他 154 0 175 1

６
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2025年3月末 2025年9月末
(A)

2025年12月末
(B)

前四半期末比
（B）-（A）

投資性商品 １,４６０ １,６４６ １,７５４ ＋１０７

外貨預金 ５ ３ － ▲３

国債等保護預り １２０ １７６ ２００ ＋２４

投資信託 ７２２ ７８３ ８３６ ＋５３

個人年金保険 ３３４ ３８２ ４０３ ＋２１

一時払終身保険 ２７７ ３００ ３１２ ＋１２

2025年3月末 2025年9月末
(A)

2025年12月末
(B)

前四半期末比
（B）-（A）

預金 ３１,５４０ ３１,１５８ ３１,２９４ ＋１３６

個人 ２５,１８３ ２４,９６５ ２５,３０５ ＋３４０

法人 ４,１７９ ４,３３６ ４,３８２ ＋４５

公金 ２,１７７ １,８５５ １,６０６ ▲２４９

■預金の状況

（億円）

＜属性別預金残高＞

＜個人預り資産のうち投資性商品残高＞

今後も、 「粘着性の向上」を念頭に、預り資産増加に向けた取組みを進めていく方針。

個人預金残高は、店舗統廃合等の影響で減少していたが、底打ちを見せている。

（億円）

（億円）

※2025年10月31日をもって外貨預金の取扱いを終了（2025年12月末時点の残高はゼロ）

７
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 資本政策運営方針・配当・自己株取得状況

自己資本比率※

※単体：有価証券評価差額金が評価損である場合には、当該評価損をコア資本より控除

自己資本比率のターゲットレンジ（2025年度末）

中期経営計画KPI
10%以上

11.0%

ターゲットレンジ
10%台

2025年12月末
実績10.9%

 資本蓄積

 リスクアセットコントロール

 資本活用

 配当方針に沿った安定配当

（追加拡充も検討）

 機動的な自己株式取得

ターゲットレンジに向けた資本運営（イメージ）

各施策を総合的な観点から検討

 資本活用（資本蓄積にも配慮）

 配当方針に沿った安定配当

 機動的な自己株式取得 〜

リスクアセットコントロール

配当

配当性向30％程度を目安とした安定配当を基本方針とする

自己株式取得

資本効率の向上に資する株主還元策として、業績・資本の状況、成長投資の機会及び
株価を含めた市場環境を考慮し、機動的に実施

【2025年5月公表の自己株式取得の実績】

※詳細は、2025年5月12日公表の「自己株式の取得並びに自己株式の公開買付け及び市場買付けに関するお知らせ」及び
2026年1月23日公表の「自己株式の取得状況及び取得終了に関するお知らせ」をご参照ください。

計 画 取得実績

取得株数 1,250万株（上限） 1,123万株

取得価額 150億円（上限） 約150億円

取得期間 2025年5月13日〜2026年1月31日

5円 5円 6円 9円

21円

29円

44円

30.7%

0%

30%

60%

0

25

50

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度予想

1株当たり年間配当金額

配当性向

1株当たり年間配当金推移

８
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■アパマン問題への対応状況 － SI被害弁護団による民事調停申立てがあった案件の状況

99％

■解決金支払対象 194物件

■解決金支払対象外 410物件

新たな調停勧告が、2026年1月20日に裁判所より示され、
当社はそれに応じる方針

新たな調停勧告(抜粋): 申立人…及び相手方（スルガ銀行）は、…
不法行為が成立しないことを前提として、…支払条件について誠実に協
議し、示談による解決を目指すことを約束する。

相手方（スルガ銀行）は、…申立人側との共同記者会見における宣言
に従った支援策を提示することを確約する。ただし、支援策の適用は不
法行為が成立しないことを前提とするものであることを双方が合意し、各
申立人は、…示談を成立させる際には、相手方（スルガ銀行）に対し、
不法行為に基づく損害賠償請求権を行使しないことを確約する。

解決金総額：121億円

193物件が和解成立済み

参考：財務への影響 － 対象債権の保全率100％

今後の対応 ： 個別事情に寄り添った解決

裁判所の調停勧告に沿ったアパマン問題の一日でも

早い解決を目指し、お客さまお一人おひとりのご事情

に寄り添い、適切な返済プランをご提案する取組み等

に、当社は誠心誠意かつ全力で努めてまいる方針。

残高 保全額合計 保全率
担保保証等* 引当額

組織的交渉先等 ７４０ ７４０ ２８５ ４５４ １００％

金融再生法開示債権のうち組織的交渉先 2025年12月末現在（億円）

* 貸出金等与信関連債権の担保評価は、通常、積算法等による評価の90%を採用しているが、本数値は積算法等
による評価の100%。なお、投資用不動産ローンの融資対象である収益物件における過去の債権譲渡実績において、
担保評価に対する債権譲渡額の比率は200％を上回る実績※詳細は2026年1月21日公表「アパマン問題の解決に向けた進捗状況について（2026年1月20日時点）」をご参照ください。

９
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参考資料
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■2026年3月期 第3四半期決算 – 前年同期比詳細－

＜単体＞ （億円）

2024年
12月期実績
（A）

2025年
12月期実績
（B）

前年同期比
(B)‐(A)

コア業務粗利益（除く投信解約損益） ４５２ ４８８ ＋３６

うち新事業粗利益 １３６ ２０６ ＋７０

経費（▲） ２５９ ２５３ ▲６

人件費 １０１ １０８ ＋６

実質与信費用（▲） ▲２３ ▲５５ ▲３２

有価証券関係損益 ０ ▲４０ ▲４１

その他臨時損益 ２ ７ ＋４

経常利益 ２１９ ２５７ ＋３８

特別損益 ▲２ １ ＋３

四半期純利益 １８１ ２３７ ＋５５

連結経常収益 ６７６ ７９８ ＋１２２

連結経常利益 ２２３ ２６５ ＋４２

親会社株主に帰属する四半期純利益 １８３ ２３８ ＋５５

＜連結＞

＜主な増減要因(単体、前年同期比)＞

（億円）

資金利益

・預貸金利益の増加 ＋５億円

うち貸出金利息の増加 ＋４２億円

（平残要因 +３０億円、利回り要因 ＋１２億円）

うち預金利息の増加 ＋３７億円

・有価証券利息配当金の増加 +１０億円

・預け金利息の増加 ＋１０億円

役務取引等利益 ・融資関連手数料の増加 +２億円

経費
・人的資本投資（人件費）の増加 ＋６億円

・物件費の減少 ▲１２億円

有価証券関係損益

・国債等債券損益 ▲５５億円

（マルチアセットファンド 他 償還損等）

・株式等関係損益 ＋１４億円（政策投資株式売却益）

四半期純利益

・当四半期決算では、年間見積実効税率を使用

（前期以前に発生した繰越欠損金の控除及び組織的交渉先の

調停和解による貸倒引当金取崩影響を考慮）

（+32億円）

（+3億円）

（▲6億円）

（▲41億円）

※（ ）：前年同期比

※ 実質与信費用：前年同期比▲32億円 詳細は4ページをご参照ください

（+55億円）
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■ローン等の残高、利回り、延滞率＜単体＞

（億円）

※延滞率＝３カ月以上延滞債権÷ローン残高 ※利回り ： 対顧客利回り（保証料、未収利息勘案前）、末残ベース
※中期経営計画“Re:Start 2025”以降の推進領域別で区分
「ストラクチャードファイナンス」には特定社債等を含む
「コラボレーション・ローン等」は、他社と共同・連携した形態でのローン等(ローン・パーティシペーションや他社債権の買入等)

※「組織的交渉先等」は、組織的交渉を契機として返済停止申出のある先等

２０２４年12月 ２０２５年12月

残高 利回り 延滞率 残高 利回り 延滞率

有担保ローン １３,４６８ ２.９８％ ６.９４％ １２,５４５ ３.０８％ ６.３１％

住宅ローン ４,１９２ ２.５９％ ０.２６％ ４,２５４ ２.６７％ ０.１４％

投資用不動産ローン ８,９５８ ３.１３％ １０.３１％ ７,９８１ ３.２６％ ９.８４％

その他有担保ローン ３１８ ３.９４％ ０.１４％ ３１０ ３.９９％ ０.１７％

無担保ローン １,０４５ １０.４７％ １.２９％ ９６２ １０.４３％ １.１０％

カードローン ７８３ １１.４７％ ０.４８％ ７４７ １１.２６％ ０.３８％

無担保証書貸付等 ２６１ ７.４９％ ４.６６％ ２１４ ７.５６％ ３.６１％

個人ローン(A) １４,５１４ ３.５２％ ６.５４％ １３,５０７ ３.６０％ ５.９４％

個人ローン(組織的交渉先等を除く) １３,６２４ ０.９６％ １２,７４７ ０.５５％

法人向け不動産ローン(B) １,４２９ １.８０％ － ２,１９１ １.９３％ －

法人向け住宅ローン ２９ １.５２％ － ２２３ １.６６％ －

法人向け投資用不動産ローン １,４００ １.８１％ － １,９６７ １.９６％ －

ストラクチャードファイナンス(C) ２,３５２ ２.５９％ － ３,,２３２ ２.９４％ －

コラボレーション・ローン等(D) １,７０９ ２.１５％ ０.００％ ２,００１ ２.３８％ ０.００％

合計＜(E)：(A)(B)(C)(D)合算＞ １９,９７６ ３.１７％ ４.７５％ ２０,９３２ ３.２１％ ３.８３％
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本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、
リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性が
あることにご留意ください。

〈 本件に関する照会先 〉

総合企画本部 広報室

［TEL］ 03-3279-5536

［ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ］ ir.koho@surugabank.co.jp


